
流
動
的
な
波
の
表
現
は
重
要
で

す
。前

年
度
ま
で
は
、
技
法
的
に

完
成
さ
れ
た
「
型
」
の
よ
う
な

表
現
が
上
位
入
賞
を
独
占
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
制
作
者
が
「
自
身
で

観
察
し
た
海
」
に
基
づ
く
独
自

の
表
現
方
法
を
探
究
し
て
い
る

の
が
見
て
取
れ
、
大
変
興
味
深

く
拝
見
し
ま
し
た
。
真
摯
な

観
察
と
豊
か
な
感
性
か
ら
生
ま

れ
る
、
型
に
は
ま
ら
な
い
表
現

の
豊
か
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
栄
え
あ
る
金
賞
作
品
（
石

井
結
菜
さ
ん 「
静
か
な
港
」）は
、

丹
念
な
海
面
描
写
と
荘
厳
な

山
を
背
景
に
、
そ
こ
に
息
づ
く

人
間
の
営
み
と
し
て
の
舟
が
描

か
れ
、
自
然
への
深
い
敬
意
と
調

和
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

作
者
の
率
直
で
静
謐
な
筆
致

は
、
日
本
人
が
古
来
よ
り
海
や

山
に
抱
い
て
き
た
畏
敬
の
念
や

神
聖
さ
へ
と
繋
が
る
、
感
動
的

な
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。

最
後
に
、
応
募
者
の
皆
さ

ん
の
海
への
深
い
眼
差
し
と
表

現
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。今

回
の
コン
ク
ー
ル
が
、
皆
さ

ん
の
今
後
の
制
作
活
動
の
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
絵

を
描
く
楽
し
さ
を
忘
れ
ず
、
自

分
だ
け
の
表
現
を
探
し
続
け
て

く
だ
さ
い
。

  

海
の
絵
画
・
入
賞
作
品
展

「
北
九
州
地
区
」

協
力:

福
岡
運
輸
支
局
門
司
港
庁
舎

◦
開
催
日

　
令
和
７
年
７
月
21
日（
月・祝
）

か
ら
31
日
㈭

◦
場
　
所

　

北
九
州
市
門
司
港
レ
ト
ロ

　
「
旧
門
司
税
関
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

◦
内
　
容

　

金・銀・銅
賞
、佳
作
の
合
計

40
点
を
展
示
し
、約
１
万
人

の
方
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。
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【
銅
賞
】九
州
海
事
広
報
協
会
長
賞

「
夕
や
け
の
港
」

福
岡
県
大
野
城
市
立

　

御
陵
中
学
校　

3
年

城
戸　

ひ
な
た 

さ
ん

「
海
を
彩
る
船
」

長
崎
県
佐
世
保
市
立

　

福
石
中
学
校　

1
年

稗
田　

喜
子 

さ
ん

「
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
」

鹿
児
島
県
姶
良
市
立

　

重
富
中
学
校　

3
年

奥
江　

康
樹 

さ
ん

「
波
の
さ
さ
や
き
」

鹿
児
島
県
伊
佐
市
立

　

大
口
中
央
中
学
校　

3
年

山
口　

隆
之
介 

さ
ん

九
州
・
山
口
地
区
の
中
学

生
を
対
象
と
し
た
「
海
の
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
次
代
を

担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
海

に
親
し
み
、
海
に
対
す
る
関

心
と
認
識
を
深
め
、
か
け
が

え
の
な
い
海
を
見
つ
め
直
す
こ

と
を
趣
旨
に「
海
」「
船
舶
」「
海

の
生
物
」「
港
で
働
く
人
」「
海

の
環
境
保
全
」
等
を
画
題
に

し
た
絵
画
作
品
を
募
集
し
て

お
り
、
毎
年
、「
海
の
日
」
広

「
海
の
日
」
は
「
海
の
恩

恵
に
感
謝
し
、
海
洋
国
家
日

本
の
繁
栄
を
願
う
日
」
と
し

て
、
平
成
８
年
（
１
９
９
６

年
）
に
国
民
の
祝
日
に
制
定

さ
れ
今
年
で
30
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
（
平
成
８
年

か
ら
７
月
20
日
を
国
民
の

祝
日
「
海
の
日
」
と
し
て

制
定
）
な
お
、
平
成
15
年

（
２
０
０
３
年
）
か
ら
「
海

の
日
」
は
７
月
の
第
三
月
曜

日
（
本
年
は
21
日
）
で
す
。

ま
た
、
「
海
の
月
間
」
で

は
、
「
海
」
の
大
切
さ
を
国

民
一
人
一
人
に
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
本
年
７

月
を
中
心
に
全
国
各
地
で
多

彩
な
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

北
九
州
・
京
築
地
区
の
主
な
行
事

北
九
州
市
門
司
港
及
び
京

都
郡
苅
田
町
で
表
彰
式
を
開

催
し
、
各
機
関
・
団
体
か
ら

表
彰
状
を
伝
達
し
、
海
事
関

係
の
様
々
な
分
野
で
顕
著
な

功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
皆
様
に

深
く
敬
意
を
表
し
、
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

報
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

本
年
は
第
62
回
目
を
迎
え
、

全
部
で
29
校
197
点
の
応
募
を

い
た
だ
き
、
７
月
１
日
（
火
）

に
北
九
州
市
門
司
港
の
「
旧

大
連
航
路
上
屋
」
で
審
査
員

2
名
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
金
賞
（
九
州
運
輸
局

長
賞
）
１
点
、
九
州
海
事
広

報
協
会
長
賞
の
銀
賞
３
点
、

銅
賞
6
点
、
佳
作
30
点
の
優

秀
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

「
夜
明
け
の
散
歩
」

鹿
児
島
県
伊
佐
市
立

　

大
口
中
央
中
学
校　

2
年

　
　

中
島　

花
菜 

さ
ん

「
緑
り
ょ
く
お
う
の
つ
ぶ
や
き

黄
の
呟
き
」

鹿
児
島
県
伊
佐
市
立

　

大
口
中
央
中
学
校　

2
年

　

髙
橋　

瑠
葵
椰 

さ
ん

《
優
秀
学
校
賞
》

鹿
児
島
県

　

姶
良
市
立
重
富
中
学
校

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

審
査
員綿

引　

昭
子　

氏　
　

　
　
　
（
新
世
紀
美
術
協
会
）

松
浦　
　

孝　

氏　
　

（
門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所
）

講
　
評

松
浦　

孝　

氏　
　

こ
の
度
は
、海
の
絵
画
コン
ク
ー

ル
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

応
募
数
は
昨
年
度
よ
り
大

幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
補
う
新
た
な
感
動
が
作
品

全
体
か
ら
広
が
り
ま
し
た
。 

前
年
と
は
異
な
る
「
新
し
い
感

覚
」
を
持
つ
作
品
が
多
く
非

常
に
新
鮮
で
、
出
品
数
が
減
っ

て
も
全
体
の
レ
ベル
の
高
さ
は
維

持
さ
れ
て
お
り
、
力
作
や
個
性

的
な
色
彩
感
覚
が
目
を
引
き

ま
し
た
。
海
の
絵
画
に
お
い
て
、

「
鹿
児
島
地
区
」

協
力
：
鹿
児
島
運
輸
支
局

◦
開
催
日

　

令
和
７
年
８
月
５
日
㈫

　

～
12
日
㈫

◦
場
　
所

　

鹿
児
島
市
「
山
形
屋
・

　

な
な
テ
ラ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

◦
内
　
容

　

金
・
銀
・
銅
賞
、
鹿
児
島

県
内
の
佳
作
作
品
、
合

計
29
点
を
展
示
し
約

２
万
２
千
人
の
方
が
鑑
賞

し
ま
し
た
。

「
佐
世
保
地
区
」

協
力
：
長
崎
運
輸
支
局

　
　
　

佐
世
保
海
事
事
務
所

◦
開
催
日

　

令
和
７
年
８
月
27
日
㈬

　

か
ら
９
月
７
日
㈰

◦
場
　
所

　

佐
世
保
市
博
物
館
島
瀬
美

術
セ
ン
タ
ー

◦
内
　
容

　

金
・
銀
・
銅
賞
、
佐
世
保
地

区
で
応
募
の
あった
作
品
、
合

計
26
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

「
漁
港
の
舞
」

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
立

　

東
谷
山
中
学
校　

3
年

一
野　

愛
莉 

さ
ん

「
光
の
差
し
込
む
港
」

鹿
児
島
県
姶
良
市
立

　

重
富
中
学
校	

2
年

小
湊　

丈
寛 

さ
ん

「
海
の
日
」

「
海
の
日
」

「
海
の
月
間
」

「
海
の
月
間
」

令和７年度
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【
金
賞
】
九
州
運
輸
局
長
賞

「
静
か
な
港
」

長
崎
県
佐
世
保
市
立

　

福
石
中
学
校	

3
年

石
井　

結
菜 

さ
ん

【
銀
賞
】九
州
海
事
広
報
協
会
長
賞

「
夜
の
船
」

長
崎
県
佐
世
保
市
立

　

福
石
中
学
校	

3
年

中
村　

美
奈 

さ
ん

山形屋・絵画展島瀬美術センター・絵画展 門司港・絵画展

北九州海の日表彰式苅田町海の日記念式典

旧大連航路上屋・絵画審査

一
、
海
事
功
労
者
表
彰
式

二
、「
海
の
日
」
中
学
生

　

海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
生「
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
九
州
・
山
口
地
区
）入
賞
者
・
優
秀
学
校
賞

第62回



【
今
後
の
開
催
予
定
】

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
村

令
和
７
年
９
月
27
日
㈯

G
Ⅲ
オ
ー
ル
レ
デ
ィ
ー
ス 

開
催
時

「
第
30
回
海
の
日
協
賛
・
み
す
み

港
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
熊
本
県
宇
城
市
三
角
港
）

７
月
26
日（
土
）に
熊
本
運
輸
支
局（
三
角

庁
舎
）は「
上
天
草
市
海
運
業
次
世
代
人
材
育

成
推
進
協
議
会
」と
共
同
で
〜
船
の
世
界
の
魅

力
～
を
発
信
す
る
海
事
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま

し
た
。

当
日
は
多
く
の
方
が
来
場
し
、色
々
な
海
事

産
業
や
船
員
の
仕
事
、及
び
、内
航
海
運
の
役

割
や
重
要
性
等
を
し
ま
し
た
。ま
た
、海
事
関

係
団
体
の
日
本
海
事
広
報
協
会
、日
本
内
航

海
運
組
合
総
連
合
会
、日
本
水
先
人
会
連
合

会
、海
技
振
興
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
ご
提
供
の
広

報
グ
ッ
ズ（
内
航
船
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、海
の
パ

イ
ロッ
ト
さ
ん・ノ
ー
ト
、Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｔ
パン
フ
レ
ッ

ト
、海
の
日
紙
製
手
提
げ
袋
、ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、九
州
フ
ェ
リ
ー
ガ
イ
ド
等
）を
来
場
者
に

配
布
し
て
、海
事
産
業
の
役
割・重
要
性
を
伝

え
る
と
と
と
も
に
、海
上
の
交
通
安
全
等
を
学

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
小
・
中
学
校
教
員
が
直
接
、
海
事
産
業
に

携
わ
る
事
業
者
や
海
事
関
係
団
体
か
ら
説

明
を
聞
き
、
海
事
産
業
の
現
場
を
体
験
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
の
理
解
や
認
識

を
深
め
、
児
童
・
生
徒
へ
の
学
校
授
業
に

取
り
入
れ
て
い
た
だ
く
海
洋
教
育
普
及
事

業
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
令
和
7
年
度
中
に
九
州
管
内
及
び
山
口
県

西
部
に
お
い
て
児
童
や
生
徒
、
教
諭
、
保

護
者
を
対
象
と
し
た
船
と
の
出
会
い
事

業
、
海
事
産
業
施
設
見
学
会
（
旅
客
船
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
、
フ
ェ
リ
ー
、
造
船
所
、
舶

用
工
業
、
倉
庫
、
港
湾
荷
役
な
ど
）
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
6
月
12
日
（
木
）
山
口
県
下
関
市
立
夢
が

丘
中
学
校
1
年
生
78
名　

同
校
「
オ
ー
デ

ト
リ
ウ
ム
」
（
講
堂
）
で
「
海
事
出
前
授

業
」
を
実
施

九 州 海 事 広 報 協 会 会 報 第199号　⑵

▼
7
月
24
日
（
木
）
宮
崎
県
北
部
で
宮
崎
運

輸
支
局
、
宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
県
北
支

部
が
共
催
し
て
「
九
州
海
事
産
業
次
世
代

人
材
育
成
推
進
協
議
会
」
事
業
の
「
小
学

生
施
設
見
学
会
」
（
「
夏
休
み
日
帰
り
バ

ス
ツ
ア
ー
」
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
九
州

海
事
広
報
協
会
で
は
、
日
本
海
事
セ
ン

タ
ー
（
J
M
C
）
の
補
助
事
業
と
し
て
協

力
を
行
っ
た
。

・
日
向
市
内
・
市
外
の
小
学
校
児
童
17
人
、
保
護
者
16
人

・
協
賛
：
宮
崎
県
農
協
果
汁
㈱
、
八
興
運
輸

㈱
、
セ
ン
コ
ー
㈱
日
向
第
2
P
D
セ
ン

タ
ー
、
宮
崎
県
北
部
港
湾
事
務
所

・
果
物
ジ
ュ
ー
ス
工
場
、
細
島
港
白
浜
地
区

の
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
、内
航
R
O
R
O
船
、冷

蔵
倉
庫
の
見
学
、及
び
、大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
試

乗
体
験
を
し
ま
し
た
。児
童・保
護
者
は
物

流
講
座
を
聞
い
た
り
、果
汁
製
品
の
工
場
出

荷
、ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、港
湾
コ
ン
テ
ナ
荷
役
、消

費
地
向
け
の
海
上
輸
送
等
を
間
近
に
見
て
、

現
場
で
働
く
人
た
ち
の
姿
と
物
流
の
大
切

さ
を
楽
し
く
学
ん
だ
。児
童
よ
り「
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
席
に
初
め
て
乗
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
」「
R
O
R
O
船
は
と
て
も
大
き
く
て
、

近
く
に
泊
ま
って
い
る
漁
船
が
小
さ
く
見
え

た
」等
の
声
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

２
０
２
４
ジ
ュ
ニ
ア
・シ
ッ
ピ
ン
グ・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
賞
入
賞
作
品
展

を
開
催

（
公
財
）日
本
海
事
広
報
協
会
は
全
国
の

小
中
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
、海
事
産
業
に
つ

い
て
学
び
、そ
の
重
要
性
を
理
解
し
、身
近
に

感
じ
て
ほ
し
い
と
、貿
易
を
担
う「
海
運
」や

「
船
」、「
港
」の
こ
と
を
調
べ
た
新
聞
を
毎
年

募
集
し
て
い
ま
す
。本
年
１
月
に
決
定
し
た
国

土
交
通
大
臣
賞（
中・高
校
生
部
門
）を
含
む

６
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

〇
開
催
日

令
和
７
年
８
月
１
日
㈮
～
９
日
㈯

〇
場
所

北
九
州
市
門
司
港
レ
ト
ロ

「
旧
門
司
税
関
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

〇
内
容

国
土
交
通
大
臣
賞
含
む
６
作
品
を
展
示

し
、約
４
千
人
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

　
（
一
般
財
団
法
人 

日
本
モ
ー

　

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
か
ら
の

　

受
託
事
業
）

一
．
他
の
団
体
と
の
連
携
事
業
と
海

事
広
報
宣
伝
物
等
の
発
行
配

付
。

二
．
海
事
関
係
の
各
団
体
と
積
極
的

に
連
携
し
、
各
種
行
事
と
の
共

催
・
協
賛
・
後
援
等
を
行
う
。

「
九
州
海
事
広
報
協
会　
　
　
　
　

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
」

九
州
海
事
広
報
協
会 

Ｈ
Ｐ

（https://kaijikoho-kyushu.org

）

に「
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」の

受
賞
作
品（
金・銀・銅
賞
、佳
作
の
合
計

40
点
）や
各
種
の

海
事
イ
ベ
ン
ト
、公

益
活
動
等
を
掲
載

し
て
ま
す
の
で
、ご

覧
く
だ
さ
い
。

第
62
回
目
を
迎
え
た「
中
学
生
海
の
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
」に
応
募
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。応
募
を
さ
れ
た
生
徒
の

皆
さ
ん
、並
び
に
、日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導

を
さ
れ
る
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

次
代
を
担
う
中
学
生
の
絵
画
作
品
は
、毎

年
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
て
も
大
切
な「
船

舶
」「
海
の
生
物
」「
海
や
船
」「
港
で
働
く
人
」

「
海
の
環
境
保
全
」等
の
画
題
に
つ
い
て
、心

を
込
め
て
表
現
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。応

募
作
品
か
ら
は
絵
に
打
ち
込
む
情
熱
や
純

粋
な
瞳（
ひ
と
み
）、及
び
、豊
か
な
感
性
が
強

く
感
じ
ら
れ
、各
地
の
絵
画
展
会
場
で
は
多

く
の
方
に
鑑
賞
を
い
た
だ
き
、心
か
ら
の
感
動

を
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

令
和
８
年（
2
0
2
6
年
）も
海
の
日
広

報
活
動
の一環
と
し
て「
第
63
回
中
学
生
海
の

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
す
の
で
、「
海

に
関
す
る
絵
画・未
来
図
な
ど
広
く
海
に
か

か
わ
る
も
の
」を
画
題
に
し
て
、絵
画
作
品
を

ご
応
募
い
た
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（
令
和
８
年
４
月
上
旬
、各
中

学
校
あ
て
絵
画
募
集
要
項
等
を
送
付
）

・
同
校
が
海
事
に
係
る
職
業
（
海
事
施
設
見

学
場
所
）
に
つ
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

視
点
か
ら
「
事
前
学
習
」
を
計
画
・
開
催

を
し
て
い
た
だ
き
、
下
関
海
事
事
務
所
職

員
、
九
州
海
事
広
報
協
会
職
員
が
「
海
事

産
業
と
は
何
か
？
」
「
船
員
に
な
る
た
め

に
は
？
」
等
の
海
事
講
話
を
行
っ
た
。

ま
た
、
九
州
運
輸
局
が
動
画
制
作
し
た

D
V
D
「
船
や
港
の
し
ご
と
」
（
「
九
州

と
世
界
を
つ
な
げ
る
海
事
産
業
」
）
を
視

聴
し
て
、
6
月
17
日
の
海
事
産
業
施
設
見

学
会
の
下
調
べ
や
、
海
や
港
の
仕
事
へ
の

興
味
を
深
め
ま
し
た
。

▼
6
月
17
日
（
火
）
下
関
市
内
で
九
州
運

輸
局
下
関
海
事
事
務
所
と
共
同
開
催
し

ま
し
た
。

・
下
関
市
立
夢
が
丘
中
学
校
1
年
生 

78
名

・
長
州
出
島
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、

生
徒
は
日
頃
見
る
機
会
の
な
い
コ
ン
テ

ナ
や
リ
ー
チ
ス
タ
ッ
カ
ー
に
よ
る
荷
役

作
業
を
間
近
で
見
学
す
る
こ
と
に
よ

り
、
物
流
の
大
切
さ
や
港
湾
荷
役
作
業

の
規
模
等
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、

関
釜
フ
ェ
リ
ー
㈱
の
旅
客
フ
ェ
リ
ー

「
は
ま
ゆ
う
」
で
は
韓
国
と
の
国
際
旅

客
定
期
航
路
の
話
や
船
員
の
仕
事
の
楽

し
さ
等
を
聞
き
、
船
内
各
所
（
操
舵

室
、
客
室
、
車
両
甲
板
等
）
を
見
学
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
三
菱
重
工
業 

㈱

下
関
造
船
所
で
は
、
建
造
ド
ッ
ク
等
見

学
と
造
船
座
学
を
受
講
し
て
、
船
作
り

の
楽
し
さ
や
魅
力
と
、
そ
の
高
い
造
船

技
術
等
を
学
び
ま
し
た
。

・
生
徒
よ
り
「
造
船
所
で
見
た
船
の
大
き

さ
や
、
長
州
出
島
で
コ
ン
テ
ナ
を
運
ぶ

と
こ
ろ
、
関
釜
フ
ェ
リ
ー
の
中
や
、
ど

う
や
っ
て
あ
の
大
き
な
船
を
動
か
す
の

か
が
分
か
り
ま
し
た
」
等
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

影
が
出
来
る「
こ
ど
も
船
長
体
験
」等
の
実
施
、

併
せ
て
、ラ
ッ
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
抽
選
を
行
い「
日
本

丸
賞
」の「
花
の
種
子
」、及
び「
海
の
日
賞
」の

「
6
色
ク
レ
ヨ
ン
」を
景
品
と
し
て
進
呈
し
、多

く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。子
供
た
ち

は
船
の「
塗
り
絵
」や「
内
航
船
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
」を
製
作
等
し
て
、海
の
大
切
さ
や
海
や
港
の

仕
事
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

【
実
施
状
況
】

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
か
ら
つ

令
和
７
年
６
月
８
日
㈰　

G
Ⅰ
全
日
本
王
者
決
定
戦（
開
設
72
周
年
記
念
）　

開
催
時

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋

令
和
７
年
６
月
15
日
㈰

G
Ⅲ
第
12
回
ウ
ェス
タ
ン
ヤ
ン
グ 
開
催
時

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
若
松

令
和
７
年
６
月
28
日
㈯

ル
ー
キ
ー
シ
リ
ー
ズ
第
10
戦 

開
催
時

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
下
関

令
和
７
年
７
月
５
日
㈯

第
15
回
レ
デ
ィ
ー
ス
VS
ル
ー
キ
ー
ズ
バ
ト
ル 

開
催
時

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
福
岡

令
和
７
年
７
月
21
日（
月・海
の
日
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
イ
ベン
ト「
海
辺
の
カ
ー
ニ

バル
２
０
２
５
」ま
つ
り 

開
催
時

全
国
ビ
ー
チ
ウ
ォ
ー
ク
＆

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

（
公
財
）日
本
海
事
広
報
協
会

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」を
中
心
に
全
国
各

地
の
海
岸
で
清
掃
活
動
が
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
賀
県
唐
津
市
で
は
７
月
11
日（
金
）に「
神

集
島
」（
か
し
わ
じ
ま
）の
白
浜
海
岸
海
水
浴
場

で
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。唐
津
市
立

湊
小
学
校
5
年
生
18
人
は
同
校
に
通
っ
て
い
る

お
友
達
の
島
に
渡
り
、海
の
日
を
前
に
海
水
浴

客
や
地
元
の
方
が
楽
し
め
る
よ
う
、蒸
し
暑
い

日
で
し
た
が
、打
ち
上
げ
ら
れ
た
海
藻
や
木
く

ず
、ペッ
ボ
ト
ル
な
ど
を
袋
一杯
に
集
め
、き
れ
い
に

な
っ
た
海
岸
を
見
て
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。ま
た
、佐
賀
県
旅
客
船
協
会
、唐
津
汽
船

㈱
、唐
津
市
、佐
賀
運
輸
支
局
な
ど
の
地
元
関

係
者
も
力
を
合
わ
せ
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
で
は
、８
月
３

日（
日
）に「
万
世
校
区
元
気
づ
く
り
委
員
会
」

の
地
元
市
民
と
青
少
年
が
一
体
と
な
り
、約
100

名
が
参
加
の
も
と「
２
０
２
５
年
吹
上
浜
ク
リ
ー

ン
作
戦
」を
実
施
し
て
、新
川
海
岸
の
清
掃
活
動

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

海
の
教
室

全
国
ビ
ー
チ
ウ
ォ
ー
ク
＆
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大

作
戦
で
神
集
島
白
浜
海
岸
海
水
浴
場
の
清
掃

を
終
え
た
湊
小
学
校
5
年
生
18
人
は
神
集
島

公
民
館
で「
ぼ
く
と
わ
た
し
の
シ
ッ
プ
ガ
イ
ド
」

等
の
講
義
を
受
け
、日
本
は
海
に
囲
ま
れ
て
お

り
、色
々
な
船
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
。地
元
の

唐
津
に
も
海
や
港
の
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、佐
賀
運
輸
支
局
の
職

員
か
ら
、人
の
命
を
守
る
救
命
胴
衣
の
着
用
体

験
が
あ
り
ま
し
た
。児
童
か
ら「
膨
ら
む
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
初
め
て
知
っ
た
。」「
色
々
と
海
の

事
を
調
べ
よ
う
と
思
う
。」と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。続
い
て
、唐
津
汽
船
㈱
の「
荒
神
丸
」で
は
、

玄
界
灘
の
海
風
を
受
け
て
旅
客
船
体
験
航
海

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
等
を
活
用

し
た
海
事
知
識
の
普
及
事
業

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
等
で
海
事
イ
ベン
ト・広
報

活
動
を
行
い
、地
域
の
皆
さ
ん
や
来
場
者
に
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
の
社
会
貢
献
、地
域
貢

献
や
海
の
仕
事
等
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、海
事
知
識
の
普
及
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、（
一
財
）日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、管
内
6
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
場
関
係
者
の
ご
支
援・ご
協
力
の
も
と「
日
本

の
海
を
愛
す
る
パ
ネ
ル
展
」「
海
事
体
験
教
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。各
会
場
で
は
海
事
広
報

パ
ネ
ル
展
示
、お
子
様
イ
ベン
ト
と
し
て
写
真
撮

令
和
7
年
度「
海
と
船
と
遊
ぼ
う
」

事
業
パ
ネ
ル
展
を
開
催

（
公
財
）日
本
海
事
広
報
協
会
で
は
多
く
の

方
に
、私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る「
船
と
港

の
あ
れ
こ
れ
」を
学
べ
る
海
事
パ
ネ
ル
展
を
開

催
し
ま
し
た
。会
場
で
は「
色
々
な
船
の
種
類
」

「
船
員
の
仕
事
」「
港
の
役
割
」等
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、

多
く
の
方
に
楽
し
く
鑑
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

〇
開
催
日

令
和
７
年
８
月
１
日
㈮
～
11
日（
月・祝
）

〇
場
所

北
九
州
市
門
司
港
レ
ト
ロ

「
旧
門
司
税
関
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

〇
内
容

海
事
広
報
パ
ネ
ル
10
点
を
展
示
し
、

約
７
千
人
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
海
の
日
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
の
開
催

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」海
事
関
係
団

体
連
絡
会（
事
務
局・（
公
財
）日
本
海
事
広

報
協
会
）で
は
、多
く
の
方
々
に「
海
の
日
」や

「
海
」に
つ
い
て
深
く
考
え
、理
解
し
て
ほ
し

い
と
、毎
年「
海
の
日
」ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
、ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し

て
い
ま
す
。本
年
4
月
に
決
定
し
た
大
賞
作

品
を
含
む
９
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

【
北
九
州
地
区
】

〇
開
催
日

【
第
Ⅰ
期
】

令
和
７
年
７
月
21
日（
月・祝
）～
31
日
㈭

【
第
Ⅱ
期
】

令
和
７
年
８
月
１
日
㈮
～
11
日（
月・祝
）

〇
場
所

北
九
州
市
門
司
港
レ
ト
ロ

「
旧
門
司
税
関
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

〇
内
容

入
賞
作
品
Ａ
２
判
パ
ネ
ル（
大
賞（
１

点
）、優
秀
賞（
２
点
）、佳
作（
３
点
） 

、

奨
励
賞（
1
点
））、コ
ン
ク
ー
ル
概
要
パ

ネ
ル（
説
明
・ご
挨
拶
）を
展
示
し
、約

１
万
８
千
人
の
方
々
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

（2025年）
令和７年９月１日

【
福
岡
地
区
】

〇
開
催
日

8
月
5
日（
火
）～
12
日（
火
）

〇
場
所

福
岡
合
同
庁
舎
新
館
１
階

（
福
岡
市
博
多
区
）

〇
協
力

九
州
運
輸
局
海
事
振
興
部

〇
内
容

入
賞
作
品
Ａ
２
判
パ
ネ
ル（
大
賞（
１
点
）、優

秀
賞（
２
点
）、佳
作（
３
点
） 

、奨
励
賞（
１

点
））、コ
ン
ク
ー
ル
概
要
パ
ネ
ル（
説
明・ご
挨

拶
）を
展
示
し
、約
250
人
の
方
々
が
鑑
賞
し

ま
し
た
。

令
和
７
年
５
月
15
日（
木
）、北
九
州
市

「
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
小
倉
」に
お
い

て
、令
和
７
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
て
、

会
員
の
方
々
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。総
会
で
は
ご
来
賓
の
九
州
運
輸
局
大

橋
次
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
号
議
案 

令
和
６
年
度
事
業
報
告
及

び
決
算
の
承
認
に
関
す
る
件 

第
２
号
議
案 

役
員
辞
任
に
伴
う
役
員
改
選
に
関
す
る
件

に
つ
い
て
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、令
和
７

年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
に
つ
い
て
報
告

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、総
会
後
の
第
２
回

理
事
会
で
は
、令
和
６
年
度
の
事
業
報
告

等
に
係
る
提
出
書
に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ

き
、会
長
等
の
職
務
執
行
状
況
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一
．
体
験
活
動

⑴
海
の
教
室

二
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
海
の
月
間

⑴「
海
の
日
」「
海
の
月
間
」

　

関
連
行
事
広
報

⑵「
海
の
日
」に
お
け
る
海
事

　

功
労
者
の
表
彰
式
典

三
．
表
彰
、
コ
ン
ク
ー
ル

⑴
第
62
回
中
学
生
海
の
絵
画

　
コン
ク
ー
ル（
九
州・山
口
地
区
）

　

の
開
催

四
．
そ
の
他
の
事
業

⑴
海
事
知
識
の
普
及
事
業

若松ボート「パネル展」＋「海事
体験教室」(絵本の読み聞かせ)

下関ボート「パネル展」＋「海事
体験教室（ペーパークラフト作り)

福岡ボート「パネル展」＋「海
事体験教室」(子供船長体験)

海事出前授業

唐津ボート「パネル展」＋
「海事体験教室」（塗り絵）

海の教室・救命胴衣着用体験 吹上浜クリーン作戦実施風景

海事広報グッズ配付

令和7年度通常総会

海の日ポスター展海の日ポスター展

細島港コンテナ荷役見学
新聞賞入賞作品展
・海事広報資料

海と船と遊ぼうパネル展示 新聞賞入賞作品展示

芦屋ボート「パネル展」
＋「海事体験教室」

長州出島コンテナターミナル見学
関釜フェリー・

国際旅客船「はまゆう」見学会

三菱重工業（株）下関造船所
造船講義

Ⅰ　

公
益
目
的
事
業

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
度　

通
常
総
会
・
理
事
会

海事産業見学会

☆ご支援・ご協力をいただきました皆様、
大変ありがとうございました｡

Ⅱ　

そ
の
他
の
事
業

（
相
互
扶
助
等
事
業
）

海
洋
教
育
普
及
事
業
の
推
進


